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卒業生は今！
～未来を切り拓く若者たち～



私たちは、国籍や言語、文化の違いをお互いに尊重する社会を目指しています。
外国にルーツを持つ子どもたちの教育、とくに高校進学に力を注いでいます。
私たちが思い描く多文化共生社会とは、国籍や言語、文化、民族などの異なる人々が、互いの違いを認め、対等

な関係を築こうとしながら共に生きていく社会です。外国にルーツをもつ人々が、不当な社会的不利益をこうむ

ることなく、また、それぞれのアイデンティティを否定されることなく、社会に参加することを通じて実現される、

豊かで活力ある社会です。多文化共生社会を実現するためには、以下の 3 つの視点が必要だと考えます。

基本的人権の尊重
「ことば」「制度」「こころ」の壁に

起因する社会的不公平によって、

誰もが等しく持つ権利が損なわれ

る不公平を是正する

少数者への力づけ（エンパワメント）
自分の文化や言語を享受できる環境づ

くりや安心して自分を出せる居場所づ

くりにより、少数者自らが自分自身を

支えていく

社会へのアプローチ
「日本人」・日本社会が少数者の置かれて

いる状況を理解するとともに、多文化共

生社会の意味や大切さ、（大変さ・楽しさ）

を理解し、多数者である「日本人」も変

わり、少数者とともに生きていく。

教育実態調査、多言語高校進学ガイダンス、「たぶんかフリースクール」の実践など、外国にルーツを持つ子どもた

ちの日本語・教科・高校進学支援を通して、外国にルーツを持つ子どもたちを正規の学校へつなげます。

私たちのビジョン

私たちのミッション

外国にルーツを持つ子どもたちの教育を受ける機会の拡大に努めます。

「たぶんかフリースクール」での日本語・教科・キャリアデザイン教育、行事・イベントなどを通して、外国にルー

ツを持つ子どもたちが日本の社会で各々の個性や能力を発揮できるようサポートします。

外国にルーツを持つ子どもたちがそれぞれの持つ個性や能力を発揮し、
日本社会で活躍できるような教育の実現に取り組みます。

講演やワークショップ、イベント、広報活動、教育実態調査、ボランティア機会の提供により、多文化共生の理念

を広く社会に広げます。

国籍、言語、文化の違いを認めてお互いを尊重する教育の実現に取り組みます。

私たちの取り組み

外国にルーツを持つ子どもたちが毎日通え、日本語や
教科を勉強できる学びの場を提供しています。
: たぶんかフリースクール
主に学齢超過生徒や母国で中学を卒業した生徒を対象に、高

校受検を目指した学習をサポート。荒川区内の中学校に通う

来日後間もない生徒への日本語指導。

外国にルーツを持つ親子へ、多言語で教育に関する情
報を提供しています
: 教育相談
: 多言語による高校進学ガイダンス

ボランティアとして多くの方に関わっていただく機会
を提供するとともに、子ども一人ひとりへきめ細かい
サポートを行っています。
: 子どもプロジェクト（学習支援）
毎週土曜日、中高生を対象に日本語や教科をボランティアが

一対一でサポート

: 親子日本語クラス
毎週土曜日、小学生以下の子どもへは日本語や学校の勉強、　

親へは生活に必要な日本語を一対一でサポート

多くの皆さんに知っていただくための
働きかけをしています
: 外国にルーツを持つ子どもへの教育実態調査
: 研修会・セミナー・ワークショップ等への講師派遣、
 人材育成、自主セミナー
: メールマガジン、ブログ、
 ニュースレター「みんぐる」の発行

@tabunka_tokyo

facebook.com/tabunkatokyo

http://tabunka.or.jp/
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代表理事　枦木　典子

　　

　2018 年度、新学期がスタートしました。東京で暮らす外国の人たちは、2018 年 4 月で 52 万人を超え、学

びを必要とする外国にルーツを持つ子どもたちの数も増え続けています。子どもたちの教育については十分な施

策がないまま、多くの問題が解決されず放置されている状況があります。しかし、社会の大きな変化に対し、政

治もやっと重い腰を上げ、5 月には超党派の議員連盟により、議員立法をめざして「日本語教育基本法（仮称）案」

の大筋合意がなされました。日本語教育推進については、国と地方自治体に責務があることが、初めて明記され

ています。日本に住む子どもたちが、国籍や文化の違いで、教育の機会や内容が保障されないということがない

よう早急な改善が求められています。新年度を迎え、新しい場所での活動を始めた荒川事務所及び荒川校、また

2 年目を迎えた杉並校では、今年も子どもたちの未来を拓くために、学校、地域、社会をつなぐ場としての活動

を進めていきます。本年も当センターの活動へのご理解とご支援をどうぞよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　＝　新移転先であらたに活動開始　たぶんかフリースクール荒川校　＝

　事務所及び「たぶんかフリースクール荒川校」は、昨年度末に荒川区内旧教育センター 2 階へ移転し、４月よ

り新しい場所での活動が始まりました。荒川区からお借りしたこの場所で、2021 年 3 月までの 2 年間を過ご

すことになります。

　校舎は、旧荒川図書館の敷地内にある旧教育センター２階です。周囲は住宅地ですが、自然も残る環境です。

子どもたちの学ぶ教室は広くなり、現在２０名（中国、フィリピン、ベトナム、アメリカ、日本）の生徒が学ん

でいます。また以前の旧小台橋校舎に比べ、通いやすい場所なので、土曜日には区内小学生の数も増えています。

皆さま、お近くへいらした折には、ぜひお寄りください。　

 荒川事務所・フリースクール  授業風景 

 土曜の活動風景  

みんなで植えた
ミニトマトや落花生、
早く大きくなあれ。
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日本生まれ ・日本育ち、 イラン国籍のイラン人
　23 年前に両親が仕事の関係で来日し、私は日本で生まれ育ちました。イラン

には 9 回くらい行きましたが、半年以上滞在したことはありません。小学生の

時は、週に２、３日日本の公立小学校に通い、残りはイラン大使館の中にあるイ

ラン学校に通いました。中学校はイラン学校だけに通いました。日本の中学校に

行かなかったのは私の宗教を考慮してのことです。イスラム教徒の女性は 9 歳か

らスカーフ（正式名ヒジャブ）をしますが、日本の中学校の制服ではスカーフが

できないと思いました。また、ラマダンでは断食などもあるので、日本の中学校

に通うのは難しいと考えました。あとは日本の学校に通いたくないという気持ち

もありました。ずっと日本で暮らしているけれど、なぜか日本人の友達と仲良く

なれないと感じていました。思い返せば、日本の小学校でスカーフをし始めた時

にいじめられた経験があり、そこから壁を感じるようになったのかもしれません。

　自分のことについては、イランの文化や習慣が基盤になっていると思います。ペルシャ語の方が考えを伝えやす

いし、自信を持って自分はイラン人だと言うことができます。学校で他のイラン人生徒と一緒にペルシャ語での勉

強を続けたこと、家族がイラン文化や宗教を大事にしていることが関係していると思います。

イラン大使館の学校と「たぶんかフリースクール」での勉強の日々
　中学校はイラン学校にだけ通いましたが、すごく楽しかったです。でも家族に日本の学校に行かないなら、日本

語だけでもきちんと勉強しなさいと言われ、「たぶんかフリースクール」（以下「たぶんか」）に出会いました。

　そこから午前中はイラン学校、午後は「たぶんか」で勉強の生活が始まりました。すごく大変でしたが、日本の

高校にも入ることを決めました。しかし、大使館内のイラン学校で学んでいたので、9 年の学校教育を終了してい

る証明を出す手続きがとても大変で苦労しました。最終的に浅草高校の夜間定時制に進学しましたが、学校はあま

り楽しくなくて、一人でいることが多かったです。私自身が周りに壁を作ってしまったこともありますが、やっぱ

り他の生徒も私とどう接していいかわからないという感じでした。結局、浅草高校は 1 年で辞めてしまいました。

イランの高校とのダブルスクールで大変だったこともありますが、イランの大学を受験することにしたので、日本

の高校を出る必要が無いと考えたからです。その後イランの国立大学を受験し合格しましたが、いろいろあって行

くことを断念しました。そして、日本の大学に入ることを決めました。ここから私の一番大変な一年が始まりました。

 

　

　2005 年に「たぶんかフリースクール」が開校して、

13 年が経ちました。最初は７名という少ない生徒数で始

まりましたが、学びを求める子どもたちは増え続け、近年

では年間 50 名を超える学齢超過の子どもたちが学んでい

ます。卒業生数もついに 600 名を超えました。

　フリースクール卒業後、高校生活はどうだったのか？将

来の進路を決めていく際、どんな挑戦があったのか？今は

どんな生活をしているのか・・・？

　この特集では、日々いろいろな挑戦や困難に向き合いな

がら、それぞれの道を歩んでいる卒業生の姿をお伝えしま

す。記念すべき第一弾のインタビューは、2012 年度卒業

生のルヒナ・マヘルプールさんです。

     Ruhina Maherpour さん
     ルヒナ　　マヘルプール

たぶんかフリースクール卒業生数推移たぶんかフリースクール卒業生数推移
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    生徒の作文より

制度の壁：留学生枠での大学受験ができない？
　これまで、日本の大学に入ったイラン人は修士以上の受験か、一般受験枠で入っていました。学部生で「留学

生枠受験」をするイラン人は私が初めてだったので、国公立や私立のいろいろな大学に問合せをしました。でも

大学からの反応は「初めてのケースなので分からない」「受験シーズンで忙しいので答えられない」と門前払いだっ

たり、返信が全く無かったりでした。かなりの大学に問合せたので、大学からも文科省に問合せがあったようで、

ついには文科省から直々に「来省して欲しい」と連絡が来ました。そこで伝えられたのは、「イラン大使館内でイ

ラン国内と同じ教材、プログラムの高校教育といっても、正式な学校としては認めていないので、高校卒業証明

を認めることはできない。留学生試験の資格があるのは海外在住の学生である。ただし、最終的には大学が決め

ることになる。」という話でした。日本の大学で学ぶ資格は無いのかととても辛かったです。30 大学ほど直接行っ

たり、電話をしたりしましたが、結局受験を認めてくれたのは私立大学 5 校だけでした。そして、そのうち合格

した日本大学文理学部社会学科に進学しました。この後、平成 28 年 3 月に少し、留学生試験の資格の法律が変

わったように聞きました（※）。もし、私のケースの対応で少しでも今後に変化があったら嬉しいです。

知ること、出会うこと
　実は私は理系で、大学では生命科学を勉強しようと考えていました。でも、周りの人から将来イランと日本を

繋ぐ人材になるためには、社会のことについてきちんと学んでおく必要があると言われ、社会学を勧められたん

です。大学受験での日本の大学のさまざまな対応を経験し、自分の中に社会に対する疑問がいろいろ出てきたこ

ともあり、社会学を勉強することに決めました。今、大学での勉強はとても楽しいです。一番興味があるのは、

どうして人間は自分を大切にできないのかについてです。私の宗教の教えでは、人間の体は神様から与えられた

ものと言われています。でも人間は自分を犠牲にしたり、自殺したり、人に暴力を振るったりします。これがど

うしてなのかもっと深めていきたいです。

　昔の私は日本人に対して壁を作っていた時期がありました。でもそれではいけないと思い、大学に入ってから

は自分から周りに声をかけています。でも、やっぱり日本人と友達になりにくいです。どうしてかと考えたら、

自分はスカーフをしていて、それが一番目立ってしまっていると思います。特に今はイスラム教徒に関してネガ

ティブなニュースが流れていて、いいイメージを持たれにくいのかもしれません。でも、私はイラン人でイスラ

ム教徒だけど、他の日本人と何も変わらないということを知ってほしいです。

　日本人と外国人の間にある壁を取り除くためには、お互いが関わり合う機会を増やすことが必要だと思います。

実際に出会うと、私たちも同じ人間で変な人じゃないことが分かり、「怖い」気持ちが少なくなるんじゃないかな。

日本人からのアプローチも必要だし、もちろん私たち外国人からも積極的に交流の場に出ていくことも大切だと

思っています。

　今は大学以外で、イランの国営放送局へ日本の様々な情報を提供するアルバイトをしたり、イラン文化センター

で日本人へイランの文化を紹介したりする活動をしています。これから、日本がもっと外国にルーツを持つ人た

ちにとっても生活しやすい環境になれるよう、自分なりに出来ることをやっていきたいと考えています。

　

　

　今の自分があるのは、「たぶんか」で過ごした時間がすごく関係していると思います。当時は「たぶんか」とイ

ラン学校を続けることと、受験資格や書類の確認のためにいろんな高校へ訪問するがとても大変でした。複雑な

提出書類もまずは自分で書きました。その後に先生が訂正などのサポートをしてくれました。「やってもらう」の

ではなく、「自分でやる」というストレスはありましたが、逆にこれがないと成長できなかったと思います。手取

り足取り先生が全部するのではなく、まず生徒自身にやらせて、必要なときにサポートしてくれた先生たちは、

私たちのことを大切に見守ってくれていると感じていました。私が日本の大学を受験するときに一人で大学に問

合せたり、文科省まで行くことができたのは、「たぶんか」での経験があったからだと思います。そういう意味で、

「たぶんか」は物事を解決していく力、将来の道を切り拓いてゆく力を育ててくれた場所でした。

　

※参考：文科省：平成 28 年 3 月 31 日　「学校教育法施行規則の一部を改正する省令等の公布について（通知）」

　　　　www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/nc/1369935.htm

～ 「たぶんか」 と私～
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 長江 春子 さん

　私は日本人の母と中国人の父の間に生まれました。

13 歳の誕生日前後の 5 か月間だけ、大阪に住む祖

父の家で暮らし、はじめて日本語と出合いました。

15 歳の時に家族で日本に帰り、秋田の中学校に編

入しました。日常会話程度の日本語しか分らなかっ

たので、勉強についていくのも、学校生活になれる

のも大変でした。取り出し授業や加配教員の制度が

まだなかった時代です。学校の先生方もどう対応し

たらいいのか分らず、ほとんど放って置かれました。

　あれから 30 年。海外にルーツを持った子、長い

海外生活から帰ってきた子、日本と海外を行き来し

ている子が増えました。日本語学習支援、進学支援

を必要とする子どもたちが注目されるようになり、

まだまだ不十分ではありますが、いくつかの制度、

政策が打ち出され、地方自治体や NPO の取り組み

も盛んになりました。時代が変わったな、当事者と

してこうあってほしいという方向に少しずつ進んで

いるな、と感慨深くみています。

　私自身は幸い、いろんな方に助けられながら、そ

の後高校、大学へと進み、日本語教育という専攻を

生かして、卒業と同時に青年海外協力隊に応募し、

希望通り中国の大学に日本語教師として派遣されま

した。ちょうど赴任中に、全中国高校生日本語弁論

大会が開かれ、大会プログラムの一部として実施さ

れた「私の言語学習経験」をテーマとする講演の講

師に呼ばれたことが、主催者である国際文化フォー

ラムと出会ったきっかけです。

　以来、財団職員として 20 年務めていますが、ずっ

と中国の初中等の日本語教育、日本の高校の中国語教

育、日中の高校生交流を促進するプログラムを担当し

てきました。最近 5 年は、日本の高校生に様々なこ

とばと文化を学んでもらうための仕掛け作りに取り組

み、ついに 2017 年、財団設立 30 周年記念事業と

して、海外にルーツを持つ高校生（及び高校生年齢の

子）と日本人高校生との相互交流・相互理解の場とし

ての多言語・多文化交流「パフォーマンス合宿」を企画・

実施しました。

　財団としてはじめて国内の多文化共生促進に参入し

たことになりますが、私個人としては、回りまわって

ようやく原点に戻った気がします。当事者の経験と視

点をプログラムの企画・運営に生かせることは大きな

喜びです。海外にルーツを持つ若者には「そのままの

自分に自信をもっていいんだよ」と伝えたいです。こ

れは学校や社会の同調圧力に息苦しさを覚える日本人

の学生にも当てはまることです。様々なバックグラウ

ンドを持つ仲間と協力して交流活動を行う中で、自身

の個性も開放され、多様性こそが創造性の源だと気づ

いていくのです。この合宿が回を重ねるごとによりよ

いものとなるよう、大切に育てていきたいと思ってい

ます。

「パフォーマンス合宿」にご興味のある方はこちらを

ご覧ください。

http://social-edus.net/201804peform/

　    　       

　　　　　　公益財団法人国際文化フォーラム　主任

ながえ　　　はるこ
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　今年の四月からここ多文化共生センター東京でインターンをやらせていただ

くことになりました、翁羽翔（ウェン ユウシャン）です。私は現在上智大学

の総合グローバル学部に通っています。私は以前中国の上海に滞在していたの

で、中国語がある程度しゃべれるので、その経験を活かして、ここで皆さんの

サポートをできればと思います。そしてここでもう少し自分の紹介させていた

だくと、私は小さい頃から勉強が苦手でした。親も共働きで私に対して、特に

勉強しろと言われたこともなかったので、本当に成績は最下位でした。ですが行きたい大学で学びたいことがあっ

たので、バイトで学費を稼ぎながら、予備校で何百時間も勉強して、晴れて第一志望大学に通うことができました。

　その経験から、ハンディキャップは自分が頑張れば乗り越えられることだと学びました。そして私は今この大

学に通うことが出来て心の底から良かったと思います。それは大学で出会えた友人たちのおかげだと思います。

彼らは幼少期から様々な経験をしていて、人間としての魅力があります。そんな彼らと日々接することにより、

自分の感性、教養は日々磨かれ、人生の幸福度を高めてくれます。良い学校に行く最大のメリットはここにあり、

自分の人生の可能性を高めてくれる人、場所があることだと思います。ですから多文化にいる子たちも言葉のハ

ンディキャップを乗り越えて、いい高校に入り、様々なチャンスに満ち溢れた学生生活を謳歌してほしいと応援

しています。そのために私自身もここで最大限のサポートをしたいと思います。

     翁  羽翔 さん

　

　

　

　

　

　今回ご紹介するのは、東京・目黒区の「多言語絵本の会 RAINBOW」が、日本の絵本を様々な外国語に翻訳・

録音してネットで公開している「多言語電子絵本」です。翻訳している言語は、英語や中国語をはじめ、スペ

イン語やインドネシア語、フィリピンのタガログ語など 25 以上にのぼり、作品数は 150 以上になります。

多文化共生センター東京に送っていただいた DVD で、土曜日の親子日本語クラスの時間に子どもたちが日本

語・中国語・英語・スペイン語の絵本を楽しみました。日本語や自分の言葉だけじゃなく、同じ絵本が聞いた

ことのない響きで読み上げられて、子どもたちは興味津々。日本に住んでいても、自分の言葉はすごく大切な

ものです。日本語を使う時間が多くなっていく中で、少しでも母国語に触れる機会を増やし、自分の言葉も友

達の言葉も大切にできる心が育ってくれたらと思いました。（事務局　王）

＊多言語絵本の会 RAINBOW のホームページより＊

２００６年２月から、東京都目黒区内で、日本語を母語としない人たちと、

小学校や図書館で、多言語の読み聞かせ活動をしています。

子どもたちは、日本語以外の言葉を聞くことができます。

外国の人たちは、自分の言葉を話すことができます。

母語が大切にされることが、私たちの願いです。

　                        
『多言語電子絵本文庫』

http://www003.upp.so-net.ne.jp/ehon-rainbow/

　    　       

多言語絵本の会 RAINBOW

　　

インターン
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〈たぶんかフリースクール荒川校〉

　

　

　　　　

　2018 年度は２クラスでスタートした荒川校。現

在は中国、フィリピン、ベトナム、アメリカにルー

ツを持つ生徒 20 名が学んでいます。

　生徒たちの一日は、事務局に挨拶をし、マグネッ

トボードに貼られている自分の名札をひっくり返す

ことから始まります。赤字で書かれた面を黒字の面

に裏返す、これが出席の合図です。旧小台橋小学校

から旧教育センターに移転してから作られたこの方

法は、出欠が一目で確認できるため便利な一方、遅

刻もすぐにバレます。講師室には９時半ごろから

次々と「おはようございます！」と元気な挨拶が聞

こえてくるのですが、９時５０分を過ぎる頃には遅

刻を注意する声に変わることも…。

　スタートから２か月が経ち、生徒たちは、フリー

スクール生活に慣れてきたようで、それぞれに個性

を発揮してくれています。にぎやかなのが好きな人、

静かに一人で過ごすのが好きな人、感情や悩みを表

に出す人、内に秘めているであろう人。６月から、

いよいよ本格的に数学と英語のクラスが始まりまし

た。教科毎に習熟度別でクラス分けが行われるので、

生徒同士にも新しい人間関係が生まれるかもしれま

せん。

　最近、昨年度の卒業生が遊びに来ることがありま

す。誇らしげに高校の制服に身を包み、新たな生活

に臨んでいる姿には頼もしささえ覚えます。フリー

スクールで過ごす、厳しくも豊かなこれからの１年

は生徒たちをどのように成長させるのでしょう。一

人一人を見つめ、常に寄り添っていくことが彼ら・

彼女らの力になることを信じています。（宮崎）

  
 

　　　　

  

　　　　

＜たぶんかフリースクール杉並校＞

   

　杉並校は西武新宿線の下井草駅から徒歩 15 分、

閑静な住宅地の中にあります。朝の通勤通学の時間

を過ぎてしまうと人通りも少なくなり、静かで勉強

するにはもってこいの環境です。そのような中、

2018 年度は 4 月に 4 名 ( 現在は 7 名 ) の生徒で

始まりました。

　杉並校の朝は早く始まります。授業開始時間は

10 時なのですが、4 名の生徒全員が 30 分は早く

来ているのです。生徒たちがたぶんかフリースクー

ルで過ごす時間を楽しみにしてくれているのだと感

じます。30 分も早く来て何をしているのだろうか

とお思いになるでしょうか。彼らは、各々音楽を聞

いたり、テキストを広げて予習をしたり、おしゃべ

りしたりして過ごしています。私は生徒がこのよう

にリラックスして過ごしている姿を見るのが好きで

す。杉並校のリラックスした雰囲気は生徒たちの学

びに良い影響をもたらしていると思います。

　4 名のうち 2 名は、来日後に日本語の勉強を始め

ました。挨拶の言葉、指示の言葉、あいうえおの文

字、と少しずつ日本語の世界を広げっていっていま

す。毎週金曜日には、たぶんかフリースクールの卒

業生であるＬ君 ( 中国出身の大学生 ) が手伝いに来

てくれているのですが、生徒たちはＬ君に「僕たち

は本当に日本の高校に行けるのか」と訊ねたそうで

す。毎日、元気いっぱい一生懸命学んでいる生徒た

ちですが、心の中には不安を抱えていることがわか

ります。その不安に寄り添いつつ、大きい目標に向

かって共に歩んで行きたいと思います。（安藤）
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　2018 年度のハートフル初期日本語指導の授業

は、４月１１日から始まりました。 現在、通室に

よる初期日本語指導 ( 以下、通室指導 ) には２人、

補充による初期日本語指導 ( 以下、補充指導 ) に

は５人の児童生徒が来ており、この数は今年もこ

れから増える見込みとなっています。

　最近、授業のなかで「わかった」「そうだった」

という言葉をよく耳にします。「わかった」は、

補充指導を受ける児童生徒の口癖で、会話の練習

をしたり問題を解いたりしている時に、うまく考

えがまとまると、この言葉が自然と口から出てく

るようになりました。

　そんな彼・彼女らの以前の口癖は「むりだ」で

した。当初は、ひらがなやカタカナをなかなか覚

えられず、テストの時に思い出せない文字がある

と、「むりだ」がよく聞こえてきました。しかし、

少しずつ知識の整理が進んでいくと、勉強をして

いる時にも納得した表情になることが多くなり、

「わかった」も自ら使うようになりました。

　補充指導では日本語を使ったゲームをすること

が多く、これにも彼・彼女らは積極的に取り組み、

知っている言葉を先に言われてしまうと、とても

悔しそうな表情を浮かべます。そんなときに、よ

く出てくる言葉が「そうだった」です。児童生徒

の口からこの言葉を聞くと、みんな日本語の学習

に真剣に向き合っていることが伝わってきます。

「むりだ、わかった、そうだった」－これを合言葉に、

これからもみんなと一緒に学習を進めてまいりま

す。( 信田 )

〈ハートフル 荒川区日本語適応指導事業〉

　４月末と5月末に、たぶんかフリースクール荒川校

の生徒が、クラスメイトや先生に自分が住んでいた国

や町を知ってもらう、「私の国・町」発表を行いまし

た。みんなそれぞれに用意した発表ポスターを持ちな

がら、緊張した様子でした。生徒たちが紹介する国・

町は、中国の長春、吉林、ハルビン、江蘇、福建、青

島、アメリカのシカゴ、ベトナムのハノイ、フィリピ

ンのマニラです。

　ベトナムから来たB君は、ベトナムのフォーを紹介

してくれました。フォーには「ひみつのスパイス」を

入れるようですが、その中身はやはり「ひみつ」のよ

うです。お母さんが作るフォーはとてもおいしいとも

言っていました。どんなフォーか、食べてみたいもの

です。

　発表している生徒たちの誰もが、誇らしげに自由な

表現で発表していました。準備の段階からいろいろな

ものを発表したいようで、アイデアが尽きませんでし

た。これからも、生徒をサポートする１人として、彼

ら・彼女らが自分の歩んできた言語、今、手に取り始

めた言語で自分を自由に表現できるよう寄り添いなが

ら、こちらも成長していかなければならないと思いま

す。

　毎年恒例のこの発表会は、新しい発見や知識をく

れるだけでなく、自由に表現することの楽しさを発

表する側にも聞く側にも教えてくれています。

　この先、生徒たちが何かを表現するときに、自分

がどうしてこれを伝えたいのか、どうやったら伝わ

るのかを考えていけたら、ステップアップしていけ

るでしょう。一教師として私も生徒たちとともに考

えていきたいです。（事務局　南）

　

〈私の国・町発表会〉



ボランティアの
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　2018 年 3 月 10 日が小台橋での最後の親子日

本語クラスになりました。この日は普段の学習では

なく、「さよなら小台橋パーティー」と「移転先教

室見学」になりました。パーティーには、しばらく

来てなかった子どもたちも来ていました。子どもが

９人、大人が１人、子どもの保護者６人とボランティ

ア１０名で、歌ったり踊ったりしながら歓談しまし

た。この後、希望者で４月から勉強する予定の旧教

育センター校舎に向かいました。「小台橋」駅から

都電に乗りました。都電に初めて乗る子がいる一方、

子どもスイカを使う子もいました。「荒川二丁目」

駅で都電を降りました。１０分程歩いて「教室」に

行きました。「教室」の中には入れずで時間ができ

ました。そこで近くにある図書館「ゆいの森あらか

わ」に行きました。初めて図書館を利用する子、図

書館カードを持っている子いろいろな子どもがいま

した。「ゆいの森あらかわ」が新しい、大きな図書

館であることもあって子どもたちは大変興味を持ち

図書館カードを作り、本を借りた子もいました。外

で見せる子どもたちの表情は教室と違ったものがあ

ります。表情が大きく、言葉に力があります。こん

な表情をしている子ども、こんな声を出している子

どもは記憶に残る経験をしているのではないでしょ

うか。教室で、こんな表情、こんな声が聴けないか、

「顔色を伺いながら」接していければと思います。

（叶）

子どもプロジェクト

　先日の土曜日、この春から高校生になった卒業生

が元気な顔を見せてくれました。去年の暮、初めて

の面接練習、不安いっぱいの様子、練習を重ねて、

ちょっとずつ自信がついて、すこしずつ表情が明る

くなって、そして合格。高校生になって、”母校”

を訪問、旧知のボランティアさんにあいさつする姿

は、一回り大きくまぶしくなっていました。ボラン

ティアを続けている一番の楽しみは、こうした”成

長の現場”に立ち会えることです。卒業生とのおし

ゃべりの中でこんなこともありました。その子は、

高校の部活は書道部を選んだとのことで、聞けば、

中国でもペン習字は習ったものの、毛筆は触ったこ

とがなかったとのこと。日本では書初め等で誰もが

経験する毛筆が、元祖の中国では、もはや一般的で

ないということを知り、ちょっと驚きました。ＩＴ

大国の中国、手書きもどんどん不要になる中、まし

てや毛筆が趣味の世界のものになるのは当然といえ

ば当然。一方日本では、実用的でなくても、書道や

美術、音楽など教養的な分野も大切にされている。

どちらがどう、ということではなく、「違い」があ

るということを改めて気づかせてくれました。こう

した”気づき”や”学び”が得られるのも、ボラン

ティアの楽しみのひとつです。

　そして、もうひとつ、ボランティアさん同士の交

流も大きな楽しみです。土曜日の活動には、本当に

多種多様な方が参加してくれています。家族や親せ

きでもなく、会社の上司、部下、同僚でもない、学

校の同窓生でもない。ただ一点、共通することは、

子どもたちを応援したいという気持ち。不思議な関

係ですが、こんな方たちとの交流は新鮮で、たくさ

んの刺激を与えてくれます。

　さて、校舎も新しくなり新しい年度がスタートし

ています。気持ちも新たに、子どもたちの成長を応

援していこうと思います。そして、自分自身もボラ

ンティアを大いに楽しみたいと思います。（風間）

 

親子日本語クラス
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多文化共生センター東京の事務局スタッフが多文化共生センター東京の毎日を Facebook に投稿しています。

たくさんの「いいね！」を頂いた記事をここでご紹介させていただきます。

のかたが「いいね！」を押してくれました。

4 月 17  日

　新高校一年生がまたまた訪ねてくれました！

　今は中間試験の最中だということで、学校終わりにたぶんかフリースクール荒川校に来てく

れました。せっかくなので、4 月からのたぶんかフリースクール生に、高校生活のことを語っ

てもらいました。

　部活に、勉強に新しいことずくめですが、楽しんでいるようです。フリースクール生からも

質問がたくさんありました。「高校に入るため、どんな試験を受けましたか」

「お昼ごはんはどうしていますか」「青春していますか」

　また、遊びに来てくださいね★

5 月 23 日

  
　2018 年度たぶんかフリース

クールがスタートしました !

中国、フィリピン、ベトナムか

ら来た 15 名の生徒たちです。

　最初は緊張してうまくできな

かった挨拶も、授業に入ればス

ラスラと言えるようになってき

ました。そして皆で仲良く掃除

を済ませ、1 日が終わりました。

　これから一年間頑張りましょ

う ! そして応援してくださって

いるみなさん、よろしくお願い

します！

これからも Facebook に多文化共生センター東京の日常を投稿していきます。

皆様「いいね！」をよろしくお願いします。

 ６９人

のかたが「いいね！」を押してくれました。 ５４人

facebook.com/tabunkatokyo

多文化共生センター東京のできごと


